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令
和
5
年
度
最
低
賃
金
額
は
東
京
1
1
1
3
円
、
全
国
加
重
平

均
1
0
0
4
円
で
改
定
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が
求
め
る

「
全
国
一
律
1
5
0
0
円
以
上
」
を
マ
ス
コ
ミ
各
社
が
好
意
的
に

報
道
し
、
東
京
の
労
働
三
団
体
（
東
京
地
評
、
連
合
東
京
、
全
労

協
）
で
も
「
1
5
0
0
円
」
で
足
並
み
が
揃
い
ま
し
た
。
政
府
や

財
界
も
重
い
腰
を
上
げ
始
め
、大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
が
こ
の

20
年
間
あ
ま
り
で
、
約
20
万
円
も

減
少
し
て
い
ま
す
。
年
収
2
0
0

万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

は
、
8
2
4
万
人
か
ら
1
1
2
6

万
人
へ
と
増
加
し
非
正
規
労
働
者

率
（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派

遣
や
契
約
社
員
）
は
36
・
9
％
と

な
り
ま
し
た
。
背
景
に
は
、
1
9

8
0
年
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
労
働

法
制
の
規
制
緩
和
で
あ
り
、
財
界

の
儲
け
優
先
の
政
治
に
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
す
。

ま
た
非
正
規
の
大
多
数
を
占
め

る
女
性
の
低
賃
金
も
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
低
賃
金
は
高
齢
期
の
低

額
な
年
金
に
つ
な
が
り
、
日
本
社

会
の
低
賃
金
ス
パ
イ
ラ
ル
を
生
み

出
す
要
因
で
す
。
内
閣
府
統
計
で

は
女
性
と
男
性
の
所
得
格
差
75
・

7
％
（
男
性
＝
1
0
0
）
で
す
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

加
盟
国
で
比
較
す
る
と
、
最
も
賃

金
格
差
が
少
な
い
ベ
ル
ギ
ー
で
そ

の
差
は
3
・
8
％
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
の
平
均
が
11
・
7
％
、
日
本
は

22
・
1
％
で
Ｇ
7（
主
要
7
カ
国
）

の
中
で
最
下
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
※
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
2
0
2
2
男
女

間
賃
金
格
差

節
約
の
た
め
に

お
風
呂
は
１５
㎝

8
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査

（
従
業
員
5
人
以
上
／
厚
労
省
）

に
よ
る
と
、
基
本
給
を
中
心
と
し

た
現
金
給
与
総
額
は
、
1
・
1
％

増
の
28
万
2
7
0
0
円
と
増
加
し

ま
し
た
。
一
方
で
8
月
の
消
費
者

物
価
指
数
（
2
0
2
0
年
＝
1
0

0
）
を
加
味
し
た
実
質
賃
金
は
前

年
同
月
比
2
・
5
％
減
、
17
カ
月

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し

た
。
7
月
に
私
た
ち
東
京
地
評
は

は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
実
施
し
、
来

場
し
た
方
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行

な
い
ま
し
た
。
小
3
と
二
人
暮
ら

し
の
40
代
の
女
性
は
、
「
持
病
も

あ
り
生
活
保
護
と
年
20
万
円
の
パ

ー
ト
代
で
や
り
く
り
し
て
い
る
」。

ま
た
、
小
1
と
3
歳
の
三
人
暮
ら

し
の
40
代
女
性
は
、
「
コ
ロ
ナ
で

養
育
費
が
途
絶
え
、
児
童
手
当
と

パ
ー
ト
収
入
2
0
0
万
円
で
生
活

し
て
い
ま
す
」
。
同
じ
く
、
40
代

の
女
性
は
節
約
の
た
め
に
お
風
呂

を
15
㎝
に
し
て
い
る
と
、
暮
ら
し

の
悪
化
を
痛
感
す
る
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

出
版
取
次
所
で
働
く
非
正
規
労

働
者
の
時
給
は
1
0
7
2
円
、
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
で
生
活
。
シ
フ
ト
カ

ッ
ト
や
早
上
が
り
で
月
10
万
円
を

切
る
時
も
あ
り
、
家
賃
・
光
熱
費

を
引
い
た
ら
手
元
に
1
万
円
し
か

残
ら
な
い
。
そ
の
た
め
電
球
が
切

れ
て
も
次
の
給
料
日
ま
で
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
で
お

昼
の
ワ
ン
コ
イ
ン
1
0
0
円
、
菓

子
パ
ン
一
つ
も
買
え
な
い
と
語
り

ま
す
。

パネルを食い入るように読む若者は、「派遣で最低賃金
以上もらっているが生活は厳しい」と話してくれた（9
月29日の池袋東口・東京春闘共闘最賃宣伝）

世
界
の
最
低
賃
金
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
ア
メ
リ
カ

の
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
は
最
賃
16
・

50
ド
ル
（
2
4
5
9
円
）、
ド
イ
ツ

は
12
ユ
ー
ロ
（
1
8
9
1
円
）、イ

ギ
リ
ス
の
23
歳
以
上
は
10
・
42
ポ

ン
ド
（
1
8
9
3
円
）
で
す
。
フ

ラ
ン
ス
は
最
賃
が
物
価
上
昇
に
連

動
し
て
引
き
上
げ
る
仕
組
み
で
、

今
年
2
回
目
と
な
る
引
上
げ
が
5

月
に
行
な
わ
れ
11
・
52
ユ
ー
ロ

（
1
8
1
5
円
）
で
す
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
最
低
賃
金
を
7
月
か

ら
8
・
6
％
引
き
上
げ
て
23
・
38

ド
ル
（
2
2
3
3
円
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
京
の
最
賃
は
1
1
1
3
円
。

世
界
か
ら
み
る
と
、
見
劣
り
す
る

だ
け
に
留
ま
ら
な
い
、
大
き
な
ひ

ず
み
が
生
ま
れ
て
い
る
と
日
本
経

済
新
聞
（
8
月
30
日
）
は
警
鐘
を

鳴
ら
し
ま
す
。
「
日
本
の
円
の
実

力
、
53
年
ぶ
り
に
低
水
準
」
と
し
、

そ
の
結
果
輸
入
価
格
の
上
昇
に
つ

な
が
り
、
家
計
に
20
万
円
の
負
担

増
と
な
っ
て
い
る
と
報
道
。
円
の

力
を
取
り
戻
す
に
は
賃
金
上
昇
の

好
循
環
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。
※
財
務
省
令

で
定
め
る
外
国
為
替
相
場
に
よ
る

我
々
の
運
動
が

政
府
を
動
か
す

8
月
末
、
岸
田
総
理
は
政
府
の

諮
問
機
関
・
新
し
い
資
本
主
義
会

議
の
席
上
、
「
最
低
賃
金
を
2
0

3
0
年
代
半
ば
ま
で
に
全
国
加
重

平
均
で
1
5
0
0
円
へ
引
き
上
げ

る
こ
と
を
目
指
す
」
と
表
明
。
東

京
地
評
が
最
賃
1
5
0
0
円
方
針

を
掲
げ
た
2
0
1
7
年
春
闘
か
ら

6
年
経
ち
ま
す
が
政
府
や
財
界
が

口
に
声
を
出
し
、
政
治
日
程
に
乗

せ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

今
年
度
も
東
京
土
建
は
、
署
名

1
万
1
0
7
9
筆
、
意
見
書
や
ハ

ガ
キ
行
動
、
街
頭
宣
伝
に
多
く
の

組
合
員
と
ご
家
族
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
運
動
が
政
府
や
財
界
、

マ
ス
コ
ミ
を
動
か
し
た
の
は
疑
い

よ
う
の
な
い
事
実
で
す
。
と
は
言

え
「
国
民
の
声
を
ち
っ
と
も
聞
か

な
い
岸
田
さ
ん
」
ら
し
く
、
庶
民

の
暮
ら
し
を
顧
み
ず
呑
気
な
首
相

が
示
し
た
の
は
2
0
3
0
年
半

ば
、
10
年
後
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

こ
れ
を
一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
賃
を
1
5
0
0
円
以
上
に
引

き
上
げ
る
に
は
、
中
小
企
業
支
援

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
内
企
業
の

99
％
を
占
め
、
雇
用
の
約
7
割
を

支
え
て
い
る
の
が
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
で
す
。
最
賃
を
上

げ
る
た
め
に
、
手
厚
い
支
援
策
が

必
要
で
す
が
、
2
0
2
3
年
度
の

中
小
企
業
対
策
費
は
1
7
0
4
億

円
で
、
前
年
の
22
年
度
か
ら
9
億

円
減
ら
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
財
源
と
し
て
有
効
な
の
が

内
部
留
保
へ
の
課
税
で
す
。
令
和

4
年
度
法
人
企
業
統
計
に
よ
る

と
、
内
部
留
保
（
利
益
剰
余
金
）

は
前
年
度
比
7
・
4
％
増
の
5
5

4
兆
7
7
7
7
億
円
で
、
2
年
連

続
5
0
0
兆
円
を
超
え
、
前
年
を

上
回
る
伸
び
率
で
し
た
。
資
本
金

10
億
円
以
上
の
大
企
業
に
限
っ
て

も
1
年
間
で
26
兆
3
8
6
0
億
円

（
8
・
3
％
増
）も
積
み
増
し
さ
れ

3
4
2
兆
9
4
0
0
億
円
で
す
。

内
部
留
保
は
、
配
当
金
や
税
金
の

支
払
い
を
終
え
た
純
粋
な
余
剰
金

で
す
。
せ
め
て
こ
の
積
み
増
し
分

に
10
％
の
課
税
を
、
5
年
間
の
時

限
的
に
講
じ
る
だ
け
で
も
10
兆
円

以
上
の
財
源
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

中村さん

歴
史
的
な
物
価
高
騰
が
暮
ら
し

を
直
撃
す
る
中
、
改
定
過
程
で
も

か
つ
て
な
い
変
化
が
生
じ
ま
し

た
。
佐
賀
県
知
事
は
7
月
、
最
低

賃
金
額
引
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

を
提
出
。
こ
の
声
に
押
さ
れ
佐
賀

地
方
審
議
会
は
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
が
答
申
し
た
目
安
額
を
8
円

上
回
る
47
円
、
全
国
一
の
引
上
げ

幅
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
茨
城
県

知
事
は
茨
城
地
方
審
議
会
の
答
申

額
9
5
3
円
に
対
し
、
低
額
答
申

を
批
判
す
る
公
開
質
問
状
で
話
題

に
。
東
京
地
評
は
時
差
の
な
い
狭

い
国
土
で
地
方
ご
と
に
違
う
最
低

賃
金
制
度
を
変
え
て
全
国
一
律
に

す
べ
き
と
求
め
て
い
ま
す
。
交
通

網
や
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
中
で
、
生
計
費
の
差

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｃ
ラ
ン

ク
と
さ
れ
た
13
県
の
う
ち
、
東
京

（
Ａ
ラ
ン
ク
）
の
目
安
額
（
41
円
）

を
超
え
た
の
は
12
県
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
全
国
加
重
平
均
が
当
初
よ

り
2
円
上
積
み
の
43
円
増
と
な
っ

た
背
景
に
は
、
ラ
ン
ク
制
度
に
よ

り
低
額
に
抑
え
ら
れ
た
地
方
の
苛

立
ち
の
声
と
言
え
ま
す
。

１９
歳
の
建
設
職
人

時
給
は
１
１
３
２
円

最
低
賃
金
改
定
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
の
調
査
に
よ
る
と
、
昨
年

東
京
は
31
円
引
き
上
が
り
、
影
響

率
は
19
・
2
％
に
の
ぼ
り
ま
し

た
。
【
右
上
図
参
照
】

「
影
響
率
」
と
は
、
最
賃
額
改

正
後
に
新
最
低
賃
金
額
を
下
回
る

こ
と
と
な
る
労
働
者
の
割
合
を
示

し
ま
す
。
実
に
5
人
に
1
人
が
直

接
的
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
最
低
賃
金
近
傍
（
き
ん

ぼ
う
）
で
就
労
す
る
労
働
者
が
増

加
を
垣
間
見
る
も
の
で
す
。
こ
の

割
合
は
年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
次

年
度
は
更
な
る
伸
び
率
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

間
接
的
な
影
響
で
は
「
正
規
職

員
と
時
間
給
」
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
令
和
4
年
賃
金
構
造
基
本
統

計
調
査
で
は
、
全
産
業
に
お
け
る

19
歳
の
給
与
月
額
は
20
万
3
0
0

円
、
月
内
の
実
労
働
時
間
は
1
6

7
時
間
で
、
1
時
間
当
た
り
1
1

9
9
円
に
な
り
ま
す
。
同
様
に
建

設
業
で
は
同
19
万
5
8
0
0
円
、

同
1
7
3
時
間
で
1
1
3
2
円
で

す
。
全
産
業
平
均
か
ら
見
て
時
間

給
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
会
社
の
給
与
体
系
は

初
任
給
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
作
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
ベ
ー
ス
が
「
最

低
賃
金
」
で
す
。
正
社
員
（
正
規

労
働
者
）
に
と
っ
て
も
生
涯
年
収

に
直
結
す
る
最
賃
動
向
は
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

国
際
水
準
か
ら

か
け
離
れ
た
日
本

の
最
低
賃
金
。
パ

ー
ト
労
働
は
「
主

婦
」
の
家
計
補
助

的
な
も
の
で
あ
り

低
賃
金
が
当
然
と

さ
れ
た
歴
史
的
、
社
会
的
な
背
景

を
今
な
お
、
引
き
ず
っ
て
い
ま

す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で
学
業
と
生
活

を
維
持
す
る
大
学
生
、
夫
婦
と
も

非
正
規
で
な
ん
と
か
生
活
し
て
い

る
労
働
者
が
増
大
し
て
い
ま
す
。

「
労
働
条
件
」
は
、
労
働
者
が
人

た
る
に
値
す
る
生
活
を
営
む
た
め

の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も
の
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
暮
ら

し
、
そ
し
て
未
来
を
い
き
る
子
ど

も
の
た
め
に
最
低
賃
金
の
大
幅
引

上
げ
が
必
要
で
す
。

地方から苛立ちの声
全国一律制へ潮目変わる

働
け
ど
賃
金
は
上
が
ら
ず

増
え
つ
づ
け
る
非
正
規
労
働
者

人たるに値する
生活満たすものに

世
界
的
に
も
低
い
水
準

世
界
的
に
も
低
い
水
準

お
ま
け
に
円
安
で
２０
万
円
負
担
増

求

人

求

職


